
資料３

都道府県名／保険者名 山口県 山陽小野田市

R5 R6 R7 R6 備考 R5 R6 R7 R5 R6 R7 R5 R6 R7

認定率 B4-a ％
見える化・時系列
（各年度年次表示・R6年度のみ最新月
時点）

17.9 18.5 18.9 99.6 ※認定率の対計画比 19.1 19.3 19.5 19.4 19.7 20.1 19.1 19.7 20.2

R4 R5 R6 R4 R5 R6 R4 R5 R6 R4 R5 R6

調整済み認定率 B5-a ％
見える化・時系列
（各年度年次表示）

15.0 14.5 14.9 15.7 15.3 15.2 16.6 16.3 16.5 15.6 16.1 16.3

調整済み重度認定率
（要介護３～５）

B6-a ％
見える化・時系列
（各年度年次表示）

4.0 4.2 4.1 4.9 4.8 4.6 5.6 5.5 5.4 5.2 5.4 5.2

調整済み軽度認定率
（要支援１～要介護
２）

B6-b ％
見える化・時系列
（各年度年次表示）

10.5 10.4 10.8 10.5 10.6 10.6 10.8 10.9 11.1 10.9 10.6 11.1

R5 R6 R6 R6 備考 R5 R6 R6 R5 R6 R6 R5 R6 R6

受給率
（施設サービス）

D2 ％
見える化・時系列
（各年度年次表示） 2.4 2.5 2.6 98.8

※施設サービスの利用者数の
対計画比 3.1 3.1 3.0 2.8 2.9 2.9 2.8 2.9 2.9

受給率
（居住系サービス）

D3 ％
見える化・時系列
（各年度年次表示） 1.5 1.4 1.4 87.8

※居住系サービスの利用者数
の対計画比 1.1 1.1 1.1 1.3 1.4 1.4 1.3 1.4 1.4

受給率
（在宅サービス）

D4 ％
見える化・時系列
（各年度年次表示） 9.8 9.9 10.2 100.0

※介護予防支援・居宅介護支
援の利用者数の対計画比 10.4 10.5 10.6 10.4 10.5 10.8 10.0 10.2 10.6

R5 R6 R6 R6 備考 R5 R6 R6 R5 R6 R6 R5 R6 R6

受給者1人あたり給付
月額（在宅および居住
系サ－ビス）

D15-a 円
見える化・時系列
（各年度年次表示） 132,546 134,076 137,394 122,586 124,505 125,392 130,076 132,664 134,167 124,359 127,705 129,106

受給者1人あたり給付
月額（在宅サービス）

D15-b 円
見える化・時系列
（各年度年次表示） 120,980 122,500 126,039 112,491 114,432 115,373 118,723 121,228 122,463 112,026 115,546 117,690

受給者1人あたり給付
月額（訪問介護）

D17-a 円
見える化・時系列
（各年度年次表示） 43,408 48,242 51,918 105

※訪問介護の給付費の対計画
比 54,078 53,766 56,169 76,920 80,034 82,954 63,227 66,105 71,288

受給者1人あたり利用
日数・回数（訪問介
護）

D31-a 回
見える化・時系列
（各年度年次表示） 16.5 17.9 19.4 107

※訪問介護の１人１月あたり
利用日数・回数の対計画比 19.8 19.7 20.7 26.2 27.2 28.4 25.2 26.5 28.6

受給者1人あたり給付
月額（訪問入浴介護）

D17-b 円
見える化・時系列
（各年度年次表示） 53,357 58,879 61,659 131

※訪問入浴介護の給付費の対
計画比

58,121 61,060 61,903 61,811 63,050 64,165 61,628 57,257 58,138

受給者1人あたり利用
日数・回数（訪問入浴
介護）

D31-b 回
見える化・時系列
（各年度年次表示） 4.4 4.8 5.0 131

※訪問入浴介護の１人１月あ
たり利用日数・回数の対計画
比

4.8 5.0 5.0 4.9 4.9 4.9 5.1 4.7 4.7

受給者1人あたり給付
月額（訪問看護）

D17-c 円
見える化・時系列
（各年度年次表示） 38,826 35,223 35,028 92

※訪問看護の給付費の対計画
比 34,711 34,541 34,981 41,294 41,640 41,723 32,771 33,456 34,793

受給者1人あたり利用
日数・回数（訪問看
護）

D31-c 回
見える化・時系列
（各年度年次表示） 7.3 6.8 6.6 95

※訪問看護の１人１月あたり
利用日数・回数の対計画比 6.7 6.7 6.9 8.9 9.0 9.0 6.4 7.2 8.1

受給者1人あたり給付
月額（訪問リハ）

D17-d 円
見える化・時系列
（各年度年次表示） 38,760 35,426 35,135 95

※訪問リハの給付費の対計画
比 32,258 33,228 33,114 33,674 34,290 34,488 32,370 33,312 33,353

受給者1人あたり利用
日数・回数（訪問リ
ハ）

D31-d 回
見える化・時系列
（各年度年次表示） 13.1 12.1 12.0 92

※訪問リハの１人１月あたり
利用日数・回数の対計画比 11.2 11.5 11.5 11.5 11.7 11.7 11.3 11.5 11.3

実行管理現状分析

自保険者活用データ名・
指標名

指標
ID

単位 備考

データの値

都道府県平均 全国平均

①在宅サービス
について、受給
者一人あたりの
給付月額が全国
及び県平均より
高い。

②訪問介護につ
いて、受給者一
人あたりの給付
月額、利用回数
は、県及び全国
平均を下回って
いるが、増加傾
向にある。

③通所介護につ
いて、受給者一
人あたりの給付
月額、利用日数
は、県及び全国
平均を上回って
おり、更に増加
傾向にある。

④認知症対応型
通所介護につい
て、受給者一人
あたりの給付月
額、利用日数
は、県及び全国
平均を上回って
いる。

⑤地域密着型通
所介護につい
て、受給者一人
あたりの給付月
額、利用日数
は、県及び全国
平均を上回って
いる。

①調整済み重度認定率は全国平
均より低く、減少傾向にあるこ
とから、給付月額の増加は１人
が受けるサービス量が増加して
いることが要因と考えられる。
（支給限度額に対する利用割合
が増加傾向にある。）

②訪問介護の実績は増加傾向に
ある。一部に過剰な給付がみら
れるため、適正なサービスであ
るか検証していく必要がある。

③④⑤地域特性として、通所介
護事業所数が多いことが要因と
考えられる。
施設の代替としての役割を果た
しており、利用者にとっては選
択肢が多くなるが、供給過多の
可能性もある。

人口１０万対事業所
通所介護　市30.6事業所、全国
平均20.3事業所

認知症対応型通所介護　市15.3
事業所、全国平均2.3事業所

地域密着型通所介護　市34事業
所、全国平均15.5事業所

①見える化システム
B6-a（調整済み重度
認定率）
D15-a,b（受給者１人
あたり給付月額）、
給付実績

②見える化システム
D17-a.受給者1人あた
り給付月額（訪問介
護）、
D31-a.受給者1人当た
り利用日数・回数
（訪問介護） 、
K3-a（サービス提供
事業所数（訪問介
護））、年報様式２
（介護度ごとの件
数、給付額の推移を
確認）

③④⑤見える化シス
テム
K3-f.サービス提供事
業所数（通所介護）
、D17-t.受給者1人あ
たり給付月額（地域
密着型通所介護） 、
K3-o.サービス提供事
業所数（認知症対応
型通所介護）、K3-
ｇ.サービス提供事業
所数（地域密着型通
所介護）

①給付適正化の更なる推
進、ケアマネジャー、サー
ビス提供事業所の資質向上
が必要である。
また、作成されるケアプラ
ンが地域の社会資源を活用
し、インフォーマルサービ
スも含めた総合的なプラン
となっているか検証を行っ
ていく。

②在宅継続の希望が高いた
め、適切なサービスを提供
できるよう体制を整備す
る。
また、本人の自立支援を妨
げる過剰なサービスになら
ないよう適正化に努める。

有料老人ホーム等に併設し
た通所系事業所が多くなっ
ており、事業所本位のサー
ビス提供となっている事例
がある。また、小規模多機
能型等のサービスについて
も、併設施設利用者に提供
する事例が多く、真に在宅
の利用者に提供できない事
例があるため、必要なサー
ビス提供になるようケアプ
ラン等の検証や事業所への
指導等を行うとともに、地
域密着型通所介護事業所等
の総量規制を検討していく
必要がある。

⑥介護予防のための取組、
在宅医療・介護の連携体制
構築の推進を図るととも
に、入院、家族介護者ケア
の取組を充実させる。
また、退院後のリハビリ提
供体制を整備し、在宅復帰
の支援を行う。

施設及び在宅
サービスは全国
及び県平均より
低い。
居住系サービス
が県平均より高
い。

施設サービスを居住系サービス
や他の在宅サービスの利用で代
替していると考えられるが、グ
ループホーム待機者やロング
ショートの利用増加が懸念され
る。

見える化システム
D3居住系サービス受
給率
D31-g受給者1人あた
り利用日数・回数
（短期入所生活介
護）
D31-q受給者1人あた
り給付月額（認知症
対応型共同生活介
護）

地域特性にあった介護サー
ビスが実施されるよう議論
していく必要がある。

・認定者の資格推移 重度化防止に向けた取組を
推進する。また、適正な介
護認定となるよう介護認定
審査員及び認定調査員の資
質向上を図る。

全国平均等との乖離
について理由・問題点

等の考察（仮説の設定）

設定した仮説の
確認・検証方法

問題を解決するための
対応策（理想像でも可）

比較地域

山口県

下松市

地域分析・検討結果記入シート

調整済み認定
率、調整済み重
度認定率は全国
及び県平均より
低い。
調整済み軽度認
定率は全国より
低い。

調整済み認定率は概ね全国平均
より低い。
調整済み重度認定率の減少は、
重度認定者の入院や資格喪失の
割合が多くなっていることが要
因と考えられる。

全国平均等
との比較



R5 R6 R6 R6 備考 R5 R6 R6 R5 R6 R6 R5 R6 R6

受給者1人あたり給付
月額（居宅療養管理指
導）

D17-e 円
見える化・時系列
（各年度年次表示） 9,294 8,902 8,723 95

※居宅療養管理指導の給付費
の対計画比 9,442 9,655 9,803 12,382 12,797 13,140 12,040 12,448 11,940

受給者1人あたり給付
月額（通所介護）

D17-f 円
見える化・時系列
（各年度年次表示） 100,019 102,637 104,944 102

※通所介護の給付費の対計画
比 91,608 93,025 93,026 83,258 84,468 84,441 84,928 88,109 88,599

受給者1人あたり利用
日数・回数（通所介
護）

D31-e 日
見える化・時系列
（各年度年次表示） 14.5 14.7 14.8 102

※通所介護の１人１月あたり
利用日数・回数の対計画比 12.6 12.6 12.5 10.7 10.8 10.7 14.5 14.7 14.8

受給者1人あたり給付
月額（通所リハ）

D17-g 円
見える化・時系列
（各年度年次表示） 61,120 62,732 63,233 104

※通所リハの給付費の対計画
比 52,538 52,958 52,509 58,136 58,920 58,755 45,756 45,408 46,925

受給者1人あたり利用
日数・回数（通所リ
ハ）

D31-f 日
見える化・時系列
（各年度年次表示） 6.0 6.0 6.0 101

※通所リハの１人１月あたり
利用日数・回数の対計画比 5.4 5.4 5.3 5.7 5.7 5.6 4.5 4.6 4.6

受給者1人あたり給付
月額（短期入所生活介
護）

D17-h 円
見える化・時系列
（各年度年次表示） 96,194 95,234 92,061 84

※短期入所生活介護の給付費
の対計画比 109,282 108,020 108,580 108,557 106,704 107,732 96,890 100,418 93,637

受給者1人あたり利用
日数・回数（短期入所
生活介護）

D31-g 日
見える化・時系列
（各年度年次表示） 12.8 12.4 11.5 83

※短期入所生活介護の１人１月あ
たり利用日数・回数の対計画比 13.5 13.2 13.1 12.7 12.4 12.3 11.5 12.0 10.7

受給者1人あたり給付
月額（短期入所療養介
護）（老健）

D17-i 円
見える化・時系列
（各年度年次表示） 85,650 76,123 84,871 88

※短期入所療養介護の給付費
の対計画比 80,607 79,317 79,860 91,342 90,322 91,585 108,045 99,308 72,567

受給者1人あたり利用
日数・回数（短期入所
療養介護）

D31-h 日
見える化・時系列
（各年度年次表示） 8.4 7.6 8.3 91

※短期入所療養介護の１人１月あ
たり利用日数・回数の対計画比 7.7 7.5 7.4 8.1 7.9 7.8 9.5 8.5 6.0

受給者1人あたり給付
月額（福祉用具貸与）

D17-j 円
見える化・時系列
（各年度年次表示） 9,397 9,446 9,751 106

※福祉用具貸与の給付費の対
計画比 11,063 11,205 11,370 11,966 12,126 12,212 11,027 11,345 11,804

受給者1人あたり給付
月額（特定施設入居者
生活介護）

D17-k 円
見える化・時系列
（各年度年次表示） 155,215 158,507 167,963 106

※特定施設入居者生活介護の
給付費の対計画比 174,572 177,370 179,813 184,041 187,185 190,209 195,367 193,594 193,249

受給者1人あたり給付
月額（介護予防支援・
居宅介護支援）

D17-l 円
見える化・時系列
（各年度年次表示） 11,374 11,451 11,569 101

※介護予防支援・居宅介護支
援の給付費の対計画比 12,004 11,958 12,094 13,138 13,148 13,292 12,026 12,146 12,549

受給者1人あたり給付
月額（定期巡回・随時
対応型訪問看護介護）

D17-m 円
見える化・時系列
（各年度年次表示） 105,154 101,980 98,463 93

※定期巡回・随時対応型訪問
看護介護の給付費の対計画比 134,960 133,981 127,573 166,008 168,947 168,005 150,881 175,202 172,855

受給者1人あたり給付
月額（夜間対応型訪問
介護）

D17-n 円
見える化・時系列
（各年度年次表示） 0 0 0 0

※夜間対応型訪問介護の給付
費の対計画比 190,548 0 0 38,815 39,393 41,014 0 0 0

受給者1人あたり給付
月額（認知症対応型通
所介護）

D17-o 円
見える化・時系列
（各年度年次表示） 168,525 168,024 177,619 111

※認知症対応型通所介護の給
付費の対計画比 118,836 121,400 122,695 116,352 117,998 119,286 101,025 104,812 110,727

受給者1人あたり利用
日数・回数（認知症対
応型通所介護）

D31-i 日
見える化・時系列
（各年度年次表示） 15.6 15.8 16.0 109

※認知症対応型通所介護の１人１
月あたり利用日数・回数の対計画
比

12.0 12.2 11.9 10.6 10.7 10.6 10.5 10.9 11.4

受給者1人あたり給付
月額（小規模多機能型
居宅介護）

D17-p 円
見える化・時系列
（各年度年次表示） 168,508 173,744 168,417 102

※小規模多機能型居宅介護の
給付費の対計画比 174,396 177,025 182,065 191,609 193,706 197,919 189,236 191,082 183,987

受給者1人あたり給付
月額（認知症対応型共
同生活介護）

D17-q 円
見える化・時系列
（各年度年次表示） 253,067 255,772 260,391 102

※認知症対応型共同生活介護
の給付費の対計画比 252,565 255,323 259,464 260,638 264,723 269,968 241,717 246,459 246,913

受給者1人あたり給付
月額（地域密着型特定
施設入居者生活介護）

D17-r 円
見える化・時系列
（各年度年次表示） 0 0 0 0

※地域密着型特定施設入居者
生活介護の給付費の対計画比 208,147 208,655 210,762 198,573 200,515 204,759 0 0 0

受給者1人あたり給付
月額（看護小規模多機
能型居宅介護）

D17-s 円
見える化・時系列
（各年度年次表示） 225,508 231,880 235,484 101

※看護小規模多機能型居宅介
護の給付費の対計画比 234,328 245,175 257,578 260,420 264,153 270,931 300,881 0 0

受給者1人あたり給付
月額（地域密着型通所
介護）

D17-t 円
見える化・時系列
（各年度年次表示） 118,111 120,243 122,956 100

※地域密着型通所介護の給付
費の対計画比 90,579 91,569 93,168 74,762 74,616 74,158 135,268 136,249 143,629

受給者1人あたり利用
日数・回数（地域密着
型通所介護）

D31-j 回
見える化・時系列
（各年度年次表示） 14.6 14.6 14.6 100 ※地域密着型通所介護の１人１月

あたり利用日数・回数の対計画比 11.4 11.4 11.4 9.4 9.4 9.2 15.2 15.6 15.9

①在宅サービス
について、受給
者一人あたりの
給付月額が全国
及び県平均より
高い。

②訪問介護につ
いて、受給者一
人あたりの給付
月額、利用回数
は、県及び全国
平均を下回って
いるが、増加傾
向にある。

③通所介護につ
いて、受給者一
人あたりの給付
月額、利用日数
は、県及び全国
平均を上回って
おり、更に増加
傾向にある。

④認知症対応型
通所介護につい
て、受給者一人
あたりの給付月
額、利用日数
は、県及び全国
平均を上回って
いる。

⑤地域密着型通
所介護につい
て、受給者一人
あたりの給付月
額、利用日数
は、県及び全国
平均を上回って
いる。

①調整済み重度認定率は全国平
均より低く、減少傾向にあるこ
とから、給付月額の増加は１人
が受けるサービス量が増加して
いることが要因と考えられる。
（支給限度額に対する利用割合
が増加傾向にある。）

②訪問介護の実績は増加傾向に
ある。一部に過剰な給付がみら
れるため、適正なサービスであ
るか検証していく必要がある。

③④⑤地域特性として、通所介
護事業所数が多いことが要因と
考えられる。
施設の代替としての役割を果た
しており、利用者にとっては選
択肢が多くなるが、供給過多の
可能性もある。

人口１０万対事業所
通所介護　市30.6事業所、全国
平均20.3事業所

認知症対応型通所介護　市15.3
事業所、全国平均2.3事業所

地域密着型通所介護　市34事業
所、全国平均15.5事業所

①見える化システム
B6-a（調整済み重度
認定率）
D15-a,b（受給者１人
あたり給付月額）、
給付実績

②見える化システム
D17-a.受給者1人あた
り給付月額（訪問介
護）、
D31-a.受給者1人当た
り利用日数・回数
（訪問介護） 、
K3-a（サービス提供
事業所数（訪問介
護））、年報様式２
（介護度ごとの件
数、給付額の推移を
確認）

③④⑤見える化シス
テム
K3-f.サービス提供事
業所数（通所介護）
、D17-t.受給者1人あ
たり給付月額（地域
密着型通所介護） 、
K3-o.サービス提供事
業所数（認知症対応
型通所介護）、K3-
ｇ.サービス提供事業
所数（地域密着型通
所介護）

①給付適正化の更なる推
進、ケアマネジャー、サー
ビス提供事業所の資質向上
が必要である。
また、作成されるケアプラ
ンが地域の社会資源を活用
し、インフォーマルサービ
スも含めた総合的なプラン
となっているか検証を行っ
ていく。

②在宅継続の希望が高いた
め、適切なサービスを提供
できるよう体制を整備す
る。
また、本人の自立支援を妨
げる過剰なサービスになら
ないよう適正化に努める。

有料老人ホーム等に併設し
た通所系事業所が多くなっ
ており、事業所本位のサー
ビス提供となっている事例
がある。また、小規模多機
能型等のサービスについて
も、併設施設利用者に提供
する事例が多く、真に在宅
の利用者に提供できない事
例があるため、必要なサー
ビス提供になるようケアプ
ラン等の検証や事業所への
指導等を行うとともに、地
域密着型通所介護事業所等
の総量規制を検討していく
必要がある。

⑥介護予防のための取組、
在宅医療・介護の連携体制
構築の推進を図るととも
に、入院、家族介護者ケア
の取組を充実させる。
また、退院後のリハビリ提
供体制を整備し、在宅復帰
の支援を行う。


